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諸 言

日本 稲 に お け る セ ジ ロ ウ ン カSogatella furcifera

(Horvath)の 卵 期 の死亡 の多 くは,産 卵 によ って引 き

起 こされ る稲 植物 体の生体 防御反応 によ り起 こ り(寒 川,

1991),産 卵 部位 で は安 息香酸 ベ ン ジルが特 異 的 に生 成

され る(Seino et al., 1996)。 この殺卵 反応 に よ るウ ン

カ類 の卵 の死亡率 は一般 に 日印交雑品種や イ ン ド稲 では

低 く,日 本稲 で は高 い(寒 川,1991)。 さ らに,セ ジ ロ

ウ ンカの産卵 数は品種 によって異な るこ とが知 られ てい

る(寒 川,1991)。 しか し,そ れ ぞれの 品種 ご との産卵

数 と卵の生存 率 との関係 について は明 らかに され ていな

い。そ こで本論文で は,日 本 稲 とイ ン ド稲 の感受性 品種

を用いて,セ ジロ ウンカの産卵 数 と卵の生存率 との関係

について調査 をお こなった。

材 料 お よ び 方 法

イ ン ド稲6品 種(TN1,IR8,IR22,IR24,IR26,IR36),

日本 稲6品 種(日 本 晴,農 林18号,ホ ウ ヨ ク,レ イホ ウ,

ニ シ ホ マ レ,ヒ ノ ヒ カ リ)を 育 苗 箱 に播 種 し,播 種28日

後 に1/10,000aの ワ グ ネ ル ポ ッ ト(直 径11cm,深 さ

14cm)に1本 ず つ移 植 した。 これ らを移植35日 後(分

げつ 中期)に,主 茎1本 に切 りそろ え,株 ご とに上部 を

テ トロ ンゴースで覆 ったプラスチ ック製 円筒 ケー ジをか

ぶせ た。 この中に稲 の芽 出 し苗(品 種:レ イホ ウ)を 用

い て飼 育 したセ ジロウンカの蔵 卵雌3頭 と雄3頭 を放 飼

し,2日 間産卵 させた(前 半2日 間)。 供試2日 後 に生 き

残 った個体 を同様 に処 理 した別の稲株 に移 し替 え,さ ら

に2日 間放飼 した(後 半2日 間)。 こ こで,前 半 と後半

に分 けたの は,同 一条件で飼育 した蔵卵雌 を放飼 す るこ

とによって,稲 品種 が産卵 を阻害す る要因 を備 えてい る

か否か を前 半2日 間において調査 し,さ らに個 々の品種

上で の吸汁 によ り卵 形成速度が 変化 するか否 かを後半2

日間 におい て調査 するためで ある。

放飼 終了5日 後 に70%エ タノールで稲 植物体 と植物体

内 に産 みつ けられたセ ジロウ ンカ卵 を固定 した。稲 株 が

十分 に脱色 してか ら,実 体顕微鏡下 で産卵数 を調 査 し,

眼点 を形 成 して いる もの を生存卵,黄 色 く濁 って眼点 を

形 成 してい ない卵 を死 亡卵 と して計数 した。 なお,実 験

に供試 した植物体 は昼 間(7時 一19時)25℃,夜 間(19

時-翌 朝7時)20℃ に設定 され た野外 設置型の人工 気象

室 で栽培 した。

実験 はイ ネの生育 ステー ジ,品 種毎 に6反 復ず つお こ

なっ たが,後 半2日 間のデー タにつ いては,放 飼 成虫 の

死 亡や移 し替 えの際 の逃亡がお こった反復 を除 いた4ま

たは5反 復 につい て解析 をお こなった。なお,得 られ た

デー タは,産 卵 数 につ いては0.5を 加 えた上 で 自然対 数

変換 した後,卵 の生存率 につい ては逆正弦 変換後(ラ ジ

ア ン値)に 回帰分析 した。
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結 果 と 考 察

前半2日 間 のセ ジロウ ンカ成 虫の産卵数 と卵 の生存率

との 問 には有意 な負 の相 関が み られた(R=-0.620,

P<0.05)(第1図)。 また,後 半2日 間 のセ ジロ ウ ンカ

成 虫の 産卵 数 と卵 の生存 率 との間 にも有意 な負 の相関が

み られ た(R=-0.683,P<0.05)(第2図)。 前半2日 間,

後 半2日 間 ともに,イ ン ド稲 では産卵数が少 な く,卵 の

第1図 セ ジロ ウ ン カの産卵 数 と卵 の

生 存 率 との 関係

(前半2日 間)

第2図 セ ジ ロ ウン カの産卵 数 と卵 の

生 存 率 との関係

(後半2日 間)

生存 率 が高い傾 向が,日 本稲 では産卵数が多 く,卵 の生

存 率が低 い傾向が み られ た(第1図,第2図)。

前 半2日 間の実験 では十分 に蔵卵 した セジロ ウンカ雌

を放 飼 した。 この実験 で産卵 数 と卵 の生存率 との間 に負

の相 関が み られた こ とか ら,殺 卵作 用の弱 い品種 では,

なん らかの産卵 を阻害す る抵抗性 を備 えている可能性が

考 え られ る。一方,後 半2日 間の実験 で は,前 半2日 間

にそれぞ れの品種 で吸 汁 した セジロ ウンカ雌 を放 飼 した。

この場 合 に も負の相 関がみ られ たが,そ の理 由と して,

殺卵作 用 の弱 い品種で は,な んらかの産卵 を阻害す る抵

抗性 を備 えてい る可能性 もさるこ となが ら,さ らに別の

機構 として,セ ジロウ ンカの卵形成 速度 を抑制 して,そ

の結果,産 卵 数 を減少 させ た可能性が 考え られ る。

以上 の よ うに,本 実験 か ら,殺 卵作用 の弱い品種 では,

それ を補 償す る生体 防御反応 として,産 卵 を阻害 し,卵

形成速 度 を抑 制す る,と い う2つ の面 での産卵阻害機構

を備 えて いる可能性 が示唆 された。

これ まで,セ ジ ロウ ンカの耐虫性作用 として吸汁 阻害

と殺卵 作 用が 考 え られ て きた(鈴 木,1996)。 しか し,

産卵 阻害 につ いては全 く知 られてい ない。本 実験 で用い

た イ ン ド稲(Heinrich et al., 1985)と 日本稲 の 品種 は

すべ て セ ジ ロウ ンカに対 して感受性 品種で あ る。 した

が って,殺 卵作 用 の弱 い品種 に特 異的 に吸 汁 阻害 が起

こった結 果,産 卵 阻害が起 こった とは考 えられない。 こ

のため今 回み られ た産卵 阻害 は,吸 汁阻害 とは別 の機構

に よって起 こる と考 え られ る。今 後,産 卵 阻害作用 の起

こる機構 につ いて明 らか にす る必要 がある。

また,生 体防御反応 に よる殺卵作 用の強 さは,稲 の生

育 ステ ージに よって異 なる ことが知 られてい る(鈴 木 ら,

1993;Suzuki et al,1996;鈴 木,1996a)。 セ ジロゥ ンカ

の産卵 数 も稲 の生育 ステー ジよって異なる(清 永 ・鈴 木,

1998)。 そ の ため,本 実験 で み られた負 の相 関関係が生

育 ステー ジに よって どの ように変化す るか,今 後 明 らか

にす る必要が ある。

摘 要

分 げつ 中期 の稲 に対す るセ ジロウ ンカの産 卵 と卵 の生

存率 との 間には負の相 関関係が見 られ た。 この ことか ら,

殺卵作用 の弱 い品種 で は,殺 卵 作用 に代 わる抵抗 性作用

として,産 卵 を阻害 し,卵 形 成速度 を抑制す る機構 を備

えている可能性 が示唆 された。
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